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はじめに

本報告書は，広島県障害者自立支援協議会の専門部会である「就労支援部会」（以下「部会」という。）における令和４年度の検討結果を報告書として取りまとめたものである。
部会への付託事項は，次の2項目である。
１　就労支援体制の整備に係ること。
２　福祉的就労の場における工賃向上に係ること。

◆部会開催状況
	開催日程
	主な議題

	第１回（書面開催）
令和５年７月３日
	「広島県工賃向上に向けた取組（第５期）」の策定について

	第２回
令和５年10月24日
	【協議事項】
⑴「広島県工賃向上に向けた取組（第５期）」の策定について
⑵広島県工賃向上に向けた取組（第４期）における県の取組方策の実施状況等について
⑶令和４年度平均工賃の状況
⑷広島県工賃向上に向けた取組（第５期）（骨子案）
【報告事項】
⑴障害者就業・生活支援センターの運営状況について
⑵就労継続支援Ａ型事業所について
⑶その他
　①第５次広島県障害者プラン骨子案について
　②確認しよう、最低賃金

	第３回
令和６年３月19日
	【協議事項】
⑴「広島県工賃向上に向けた取組（第５期）」の策定について
⑵広島県工賃向上に向けた取組（第５期）（素案）
【報告事項】
⑴広島県工賃向上に向けた取組（第４期）における県の取組方策の実施状況等について
⑵令和４年度平均工賃の状況
⑶障害者就業・生活支援センターの運営状況について
⑷就労継続支援Ａ型事業所について
⑸その他



第１「広島県工賃向上に向けた取組（第５期）」の策定について
１　趣　旨
「広島県工賃向上に向けた取組（第４期）」の成果や課題を踏まえ、新たな取組（令和６年度～令和８年度）を策定する。なお、策定に当たっては「第５次広島県障害者プラン（令和６年度～令和
１１年度）」（県障害者計画と県障害福祉計画・障害児福祉計画を統合）と整合性を図る。
第５次広島県障害者プラン

県


国
工賃向上について、新たな「工賃向上に向けた取組」を策定し、事業所の取組を支援する。



「工賃向上計画」を推進するための
基本的な指針（R6.3見込・厚生労働省通知）


支援
・企業への協力依頼
・官公需の拡大　等
市町
事業所
工賃向上計画の作成
・各年度の目標工賃
・各年度に取り組む具体的方策

具体化

支援
広島県工賃向上に向けた取組


・各年度の目標工賃
・目標達成に向けた具体的方策


提出


（就労継続支援Ｂ型事業所等）

２　広島県障害者自立支援協議会就労支援部会での検討
新たな県の取組については、就労支援部会において協議し、広島県障害者自立支援協議会（全体会議）に報告する。
３　国の動向
例年のスケジュールでは、
○　厚生労働省主催「全国厚生労働関係部局長会議」では報酬改定の説明のみ（令和６年２月８日）
○　「『工賃向上計画』を推進するための基本的な指針」の通知（令和６年３月下旬）の予定。

４　新たな県の取組策定までのスケジュール（案）
	区　分
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	２月
	３月
	４月
	５月
	7月頃

	自立支援
協議会
(全体会議)
	
	
	第2回
骨子案を説明11/7

	
	
	
	第3回
素案を説明
※障害者プラン報告
3/29

	
	
	第1回
県工賃取組を説明・報告


	就労支援
部会
	
第2回
骨子案
検討10/24

	
	
	
	県取組
（素案）
作成

	
第3回
素案検討
3/19

	県計画
議決・公表
※障害者プラン


	
	県取組
策定・公表(県HP)

	

	県（障害者支援課）
	県取組
(骨子案）作成

	
	事業所調査
11/29～12/20

	整理中、整理後に反映する。

	
	整理中、整理後に反映する。
市町意見照会
3/4～3/22

	
基本指針通知

	・各事業所に工賃向上計画策定を依頼
(県工賃取組の通知)
・各事業所は工賃向上計画を県に報告

	通知

	

	厚生労働省
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
県取組
を報告



※　基本指針の通知時期及び内容により、スケジュールが変更となる可能性がある。
	


広島県工賃向上に向けた取組
第５期
（令和６年度～令和８年度）
（素案）














令和６年　月
広島県　健康福祉局
障害者支援課


第２　広島県工賃向上に向けた取組（第５期）（素案）
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第１　取組策定の趣旨等

１　取組策定の趣旨
本県では、平成18年10月に全面施行された障害者自立支援法や「「工賃向上計画」を推進するための基本的な指針」（平成24年４月11日付け障発0411第４号厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部長通知）（以下「基本的な指針」という。）に基づき、次表のとおり計画を策定し、障害のある方の就労支援に取り組んできました。
令和３年度からの「広島県工賃向上に向けた取組（第４期）」の取組の結果、就労継続支援Ｂ型事業所等（以下「事業所」という。）の平均工賃月額は、令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により減少していましたが、令和３年度から増加に転じ、令和４年度は18,005円（対前年比593円増）と増加傾向で推移していますが、障害者がそれぞれの適性や能力に応じて就労し、経済的にも自立した生活を送るためには、障害基礎年金等の収入を合わせても十分な水準とは言えない状況となっています。
本県では、令和５年度末を期限とした「広島県工賃向上に向けた取組（第４期）」での取組の成果や課題や社会情勢の変化等を踏まえ、新たに「広島県工賃向上に向けた取組（第５期）」（以下「本取組」という。）を策定し、県、市町、事業所、企業等の関係団体が一体となって、障害のある方の経済的な自立の実現に向けて、更なる工賃向上を目指すこととします。

	策定年度
	計　画　名

	平成20年度
	広島県工賃ステップアップ計画（Ｈ20年度～Ｈ23年度）

	平成24年度
	「広島県工賃向上に向けた取組」（Ｈ24年度～Ｈ26年度）

	平成27年度
	「広島県工賃向上に向けた取組（第２期）」（Ｈ27年度～Ｈ29年度）

	平成30年度
	「広島県工賃向上に向けた取組（第３期）」（Ｈ30年度～Ｒ２年度）

	令和３年度
	「広島県工賃向上に向けた取組（第４期）」（Ｒ３年度～Ｒ５年度）

	令和６年度
	「広島県工賃向上に向けた取組（第５期）」（Ｒ６年度～Ｒ８年度）



２　取組の位置付け
本取組は、第５次広島県障害者プラン（令和６年度～令和11年度）の分野別施策Ⅱの「自立と社会参加の促進」に位置付けている「工賃向上のための取組」に掲げる目標工賃を達成するために取り組むべき具体的な方策を策定するものです。
また、策定に当たっては、「基本的な指針（令和６年３月○日障発○○○○第○号厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部長通知）」の趣旨を踏まえた内容とします。

第２　取組の対象期間

[bookmark: _Toc483901838]令和６年度から令和８年度までの３年間とします。





第３　対象事業所

この取組の対象は、原則、県内で指定を受けている全ての就労継続支援Ｂ型事業所とします。対象事業所においては特別な事情がない限り、工賃向上計画の作成が必要となります。
ただし、この取組に基づき県の実施する支援施策については、次の事業所のうち、工賃向上計画を作成し、積極的な取組を行っており、工賃向上に意欲的に取り組む事業所も対象とします。
・就労継続支援A型事業所
・生産活動を行っている生活介護事業所
・地域活動支援センター

[bookmark: _Toc483901839]１　就労継続支援Ａ型
（1） サービスの内容
通常の事業所に雇用されることが困難な障害者のうち、適切な支援により雇用契約等に基づき就労する者につき、生産活動その他の活動の機会の提供その他の就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練その他の必要な支援を行う。
（2） 対象者
企業等に就労することが困難な者であって、雇用契約に基づき、継続的に就労することが可能な65歳未満の者
（3） 最低賃金・最低工賃
雇用契約を締結している利用者については、労働局が定める最低賃金
※ただし、最低賃金適応除外の特例措置あり。
※雇用契約を締結していない利用者に支払われる平均工賃は3,000円を下回ってはならない。
[bookmark: _Toc483901840]２　就労継続支援Ｂ型
（1） サービスの内容
通常の事業所に雇用されることが困難な障害者のうち通常の事業所に雇用されていた障害者であってその年齢、心身の状態その他の事情により引き続き当該事業所に雇用されることが困難となった者、就労移行支援によっても通常の事業所に雇用されるに至らなかった者その他の通常の事業所に雇用されることが困難な者につき、生産活動その他の活動の機会の提供その他の就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練その他の必要な支援を行う。
（2） 対象者
就労移行支援事業等を利用したが一般企業等の雇用に結びつかない者や、一定年齢に達している者などであって、就労の機会等を通じ、生産活動にかかる知識及び能力の向上や維持が期待される者
（3） 最低工賃
利用者に支払われる平均工賃は3,000円を下回ってはならない。また、就労継続支援Ｂ型の指定基準に「利用者が自立した日常生活又は社会生活を営むことを支援するため、工賃水準を高めるよう努めなければならない。」と規定されている。
（4） 基本報酬
令和３年度より、平均工賃月額による評価と多様な就労支援ニーズに対応した評価の２類型に分類されている。



第４　官民一体の取組におけるそれぞれの役割

１　県の役割
県は、本取組に基づき、具体的な施策、事業、取組を展開していくとともに、事業所の「工賃向上計画」の作成や推進を積極的に支援することとします。
また、事業所の「工賃向上計画」について、取組状況を把握し、目標達成に向けて必要な指導や助言を行います。
さらに、工賃向上には、官民一体となった取組が必要であることから、市町や企業、事業者団体、地域関係機関などの協力が得られるよう、連携を十分に行うこととします。

２　市町の役割
地域で障害者を支える仕組みを構築することが重要であることから、市町においては、障害者自立支援協議会等を活用し、地域の企業や商工会議所、商工会、商店街等と連携して、障害者の就労機会を創出するなど、工賃向上への事業所の取組を積極的に支援することが必要です。

３　事業所の役割
障害者が地域において自立した生活を実現できるようにするため、すべての事業所が工賃向上のために主体的に取り組むことが重要であり、そのためには、事業所責任者の強力なリーダーシップが不可欠であり、事業所の全職員、利用者及び家族に対して経営理念、運営方針を示し、共有していく必要があります。
また、各事業所においては、適切なアセスメントにより作成された個別支援計画に基づいた支援を通じて全ての利用者の就労に必要な知識及び能力の向上を図っていくことが重要であることから、こうした個別支援計画を踏まえて「工賃向上計画」を作成するとともに、必要に応じ県や関係機関等の支援策の活用や、地域の企業等の関係機関の協力を得ながら、工賃向上に向けた取組を積極的に行うことが必要です。

４　企業等の役割
基本的な指針において、産業界等の協力を得ながら官民一体となった取組を推進することとされています。
企業等においては、県、市町及び事業所の工賃向上の取組に積極的に協力することにより、障害者の地域での自立と社会参加を支援する役割が期待されています。

第５　「広島県工賃向上に向けた取組（第４期）」の取組状況
[bookmark: _Toc483901841]
　「広島県工賃向上に向けた取組（第４期）」（以下「第４期取組」という。」は、新型コロナウイルス感染症の拡大により、事業所の生産活動に大きく影響を受ける中で、令和３年度から令和５年度までを対象期間として、工賃向上に向けて「販路拡大」、「体制整備」、「普及啓発」の具体的な方策を定め、次のとおり取組を実施しました。

１　工賃実績
（1） 平均工賃の推移
　　　第４期取組における平均工賃実績は月額・時間額ともに目標を上回って推移しており、全国平均を上回って推移しています。
　　　（平均工賃の推移）
	区　　　分
	第３期
	第４期

	
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度
	令和５年度

	月額
	目標工賃(A)
	17,500円
	17,100円
	17,600円
	18,100円

	
	実績(B)
	16,779円
	17,412円
	18,005円
	－

	
	B-A
	▲721円
	312円
	405円
	－

	
	対前年度比
	▲389円
（97.7%）
	633円
（103.8%）
	593円
（103.4%）
	－

	
	(参考)全国平均
	15,776円
	16,507円
	17,031円
	－

	時間額
	目標工賃(C)
	240円
	260円
	270円
	280円

	
	実績(D)
	245円
	253円
	271円
	－

	
	D-C
	5円
	▲ 7円
	1円
	－

	
	対前年度比
	　3円
（101.2%）
	8円
（103.3%）
	18円
（107.1%）
	－

	
	(参考)全国平均
	222円
	233円
	243円
	－


　　　※基本的な指針に基づき国に報告した工賃実績による。
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（2） 平均工賃月額の事業所分布の推移
　　　令和４年度の平均工賃月額の分布は、５千円以上15千円未満の事業所が47.9％で、令和２年度と比較すると4.2％減少しています。一方、20千円以上の事業所が3.1％増加しており、工賃水準の高い事業所が増加しています。
　　　また、令和４年度の平均工賃月額以上の事業所が128事業所で、全体の36.1％となっています。
（平均工賃月額の分布の推移）
	
	平成28年度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度
	R4-H28
	R4-R2

	5千円未満
	23(8.6%)
	14(4.5%)
	11(3.4%)
	15(4.2%)
	△4.4%
	△0.3%

	5千円以上10千円未満
	74(27.7%)
	85(27.5%)
	85(26.6%)
	81(22.8%)
	△4.9%
	△4.7%

	10千円以上15千円未満
	65(24.2%)
	76(24.6%)
	76(23.8%)
	89(25.1%)
	＋0.9%
	＋0.5%

	15千円以上20千円以上
	40(15.2%)
	47(15.2%)
	54(16.9%)
	59(16.6%)
	＋1.4%
	＋1.4%

	20千円以上
	65(24.3%)
	87(28.2%)
	83(29.2%)
	111(31.3%)
	＋7.0%
	＋3.1%

	計
	267
	309
	319
	355
	―
	―


　※基本的な指針に基づき国に報告した工賃実績による。
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R4平均18,005円


平均以上：128事業所
平均以下：227事業所





　　　








（3） 最低賃金との比較
　　　直近５年間の最低賃金の年間平均伸び率が3.0％に対し、平均工賃月額の年間平均伸び率は2.45％となっています。
　（広島県の最低賃金の推移）
	　
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度
	令和５年度
	5年平均
年間伸び率

	最低賃金
	844
	871
	871
	899
	930
	970
	3.0%

	対前年伸び率
	3.08%
	3.20%
	0.00%
	3.21%
	3.45%
	4.30%
	





（平均工賃月額の推移）
	　
	平成29年度
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度
	5年平均
年間伸び率

	平均工賃月額
	16,038
	16,754
	17,168
	16,779
	17,412
	18,005
	2.45%

	対前年伸び率
	　0.9%
	4.46%
	2.47%
	▲2.27%
	3.77%
	3.41%
	



２　第４期取組における主な取組状況
（1） 販路拡大
　　①　共同受注窓口との連携による受注拡大
　　　○　共同受注窓口を設置し、事業所情報の収集し、事業所で受注可能な業務をホームページに掲載しています。
　　　○　共同受注窓口による企業等の商談会への参加や営業活動などにより、定期的なイベント出展先の確保や定期委託販売、注文販売など、受注拡大に取り組んでいます。

　　②　障害者優先調達推進法に基づく優先的発注の推進
　　　○　「国等による障害者就労施設等からの物品等の調達の推進等に関する法律」に基づき、広島県優先調達方針を策定し、県庁内及び市町に周知し、優先調達を推進しています。
　（優先調達の目標額・実績額）
	区　分
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	目標額
	34,000千円
	35,000千円
	36,000千円
	45,000千円
	45,500千円

	実績額
	42,623千円
	44,063千円
	42,945千円
	36,359千円
	37,342千円



　　③　県や県内企業等との連携等による販売機会や就労の場の確保
　　　○　県主催イベントを積極的に活用し、販売機会を確保しています。
　　　　　（ひろしまフードフェスティバル、カープ球団県市合同応援デー、ヒューマンフェスタ、
インクルーシブ・スポーツフェスタ広島、Ｇ７広島サミット県民会議限定ショップなど）
○　毎月、県庁本館１階ロビーで「ふれ愛プラザ」が定期販売会を実施しています。
（県庁舎での定期販売実績）
	区　分
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	県庁舎販売
	1,102千円
	1,253千円
	1,555千円
	1,453千円
	2,070千円


　　　○　あいサポート運動企業・団体等と連携した定期販売会を実施しています。
　　　　　（広島銀行、広島ガス、広島県社会福祉協議会など）

（2） 体制整備
①　事業所の経営力等の向上
　　　○　事業所の商品開発や販売力の向上支援のため、専門家アドバイザーを派遣するとともに、工賃向上の基礎知識の習得、課題解決事例報告会などを実施しました。




　　　（参加事業所数）
	
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度
	令和５年度

	アドバイザー派遣
	４事業所
	６事業所
	７事業所
	４事業所

	基礎研修
	18事業所
	19事業所
	16事業所
	22事業所

	個別面談
	―
	―
	４事業所
	３事業所

	成果報告会
	―
	18事業所
	22事業所
	32事業所



　　○　県内事業所へ関係機関が実施する工賃向上に関する各種研修会の開催を周知し、参加を促しました。

②　共同受注窓口・ふれ愛プラザの運営強化
　　　○　共同受注窓口に統括ディレクター、営業等アシスタント２名を配置し、営業活動や企業との連携による販売企画及び受発注機能の強化を図りました。
	
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	総売上
	5,275千円
	8,993千円
	10,525千円
	11,697千円
	12,869千円



　　　○　ふれ愛プラザは各種イベントや販売会への積極的な出展、クリスマス等のイベントに合わせたお菓子や雑貨商品の販売強化、オンラインショップの運営など、新たな顧客の確保、販路拡大に取り組みました。
　　　○　また、事業所利用者の就労体験実習を受入れ、県民との触れ合う機会を確保するなど、相互理解の促進にも取り組んでいます。
	
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	総売上
	22,685千円
	23,877千円
	29,674千円
	27,777千円
	32,186千円



③　事業所相互や地域との連携による事業所製品の認知度及び品質・商品力の向上
[bookmark: _Hlk160797137]　　　○　市町、事業所が連携・協力し、市町庁舎等での対面販売会や、地域の事業所と企画したセット商品を紹介・販売するオンライン販売キャンペーンを実施し、事業所製品の認知度向上に取り組みました。
○　また、オンライン販売に向けた研修等を実施し、事業所の品質や販売力の向上を支援しました。
	
	令和３年度
	令和４年度
	令和５年度

	参加事業所
	71事業所
	延155事業所
	延133事業所

	オンライン
商品セット数
	45セット
	139セット
	60セット

	販売実績
	1,249千円
	1,870千円
	3,359千円



　※令和４年度は、夏・冬の２回実施分、令和５年度は市町庁舎販売とオンライン販売
実施分の合計




④　農福連携による障害者の就労促進
　　　○　農業生産に取り組む事業所へ農業専門家を派遣し、農業技術の指導・助言等を行うとともに、農業生産者との農作業の請負（施設外就労）のマッチングを支援しました。また、市町と連携し、農業生産者や事業所のニーズ調査を実施し、地域でのニーズを踏まえたマッチング支援にも取り組んでいます。
	
	令和３年度
	令和４年度
	令和５年度（見込）

	派遣事業所
	14事業所
	14事業所
	14事業所（見込）

	派遣回数
	延74回
	延80回
	延90回（見込）

	マッチング支援
	農業生産者：10
事業所：延べ20
	農業生産者：10
事業所：延べ18
	農業生産者：14(見込)
事業所：延べ18(見込)


　　　○　農業団体と連携した農福連携の推進体制についてアンケート調査を実施し、地域でのニーズを市町、県と情報共有し、マッチングにつなげる連携体制の検討を進めました。
○　農福連携推進セミナーを開催し、事業所、農業生産者、市町等に先進事例や県内の取組の情報を提供するとともに、専用ホームページや事例集を作成し、農福連携に関する情報を発信しました。

（3） 普及啓発
　　①　県民への働きかけの強化
　　　○　県のホームページやＳＮＳを効果的に活用するとともに、共同受注窓口と連携し、プレスリリース等、積極的なメディアリレーションを行い、県民への情報発信に取り組みました。
　　　○　ふれ愛プラザにおいては、ホームページやＳＮＳ当を活用し、製品やキャンペーンの情報発信を定期的に実施しました。
　
　　②　企業等への働きかけの強化
　　　○　あいサポート運動と連携し、事業所の受注可能な業務やキャンペーン情報をあいサポート企業・団体等に定期的に情報提供しました。
　　　○　イベント企画等で企業との関係性を構築し、継続的なイベント実施や、新たな販売機会の確保につなげています。

③　事業所への働きかけの強化
　　　○　工賃実績報告書等を活用し、個別の事業所への事業活用や研修参加を促しています。
　　　○　共同受注窓口と連携し、県イベントへの参加呼びかけや、市町（自立支援協議会）を通じて情報提供を行っています。

④　市町との連携
　　　○　県と市町が連携して事業所製品の認知度向上や販売拡大につなげるためのキャンペーンを実施しています。


３　第４期取組での課題
第４期取組の結果、目標工賃を達成しているものの、障害者が自立した生活を送るためには、十分な工賃水準には達成してないことから、一層の工賃向上に取り組むためには、次の課題を踏まえ、第５期取組を策定する必要があります。
○　毎年度、広島県優先調達方針を作成していますが、制度が十分理解されていないため、制度の趣旨や手続きを明確にし、障害者就労施設等からの物品及び役務の調達を一層促進する必要があります。
○　事業所は、独自の受託元や販売先の確保に努めていますが、単独の事業所での受注や販路拡大には限界があり、事業所製品の販売拡大を図るためには、事業所相互の連携や、「ふれ愛プラザ」や事業所製品の認知度を高める必要があります。
○　各事業所は、提供可能な製品やサービス情報の周知、広報を積極的に行うとともに、企業、官公庁等への営業活動に取り組み、販売力の向上を図る必要があります。
○　共同受注窓口は、企業、官公庁等のニーズを把握し、ニーズに即した商品開発や、サービス提供などを事業所に提案、調整するなど、事業所との連携や支援機能の強化が求められています。
○　「ふれ愛プラザ」の売上増と自立的運営に向けて、設置主体である県就労振興センターの取組を引き続き、充実強化していく必要があります。
○　農産物を生産する事業所では、農産物の安定的な生産や販路の確保・拡大につながっていない事業所もあります。また、農業生産者と事業所とのマッチングによる施設外就労（請負）は行われていますが、期間限定のスポット的な作業となっているなど、農福連携の定着・拡大が十分ではありません。また、農福連携を推進するためには更なる専門人材を確保する必要があります。





[bookmark: _Toc508111239]

第６　「広島県工賃向上に向けた取組（第５期）」の目標工賃と取組

１　目標工賃
　　本取組において、目標工賃は月額により算出する方法を基本としますが、事業所及び利用者により、一月の利用時間や利用日数に違いがあることを考慮し、時間額により算出する方法を事業所が選択することも可能とします。
　　なお、令和６年度の障害福祉サービス等報酬改定において、利用日数が少ない利用者を多く受け入れている事業所の平均工賃月額が低くなることを踏まえ、平均利用者数を用いた新しい算定式が導入されたことから、本取組の目標工賃の設定については、新算定式を用いたもので設定することとします。
（1） 目標工賃の設定
	　区　分
	令和６年度
	令和７年度
	令和８年度

	月　額
	調整中
	調整中
	調整中

	時間額
	290円
	300円
	310円



　（参考）現行の算定式の場合
	　区　分
	令和６年度
	令和７年度
	令和８年度

	月　額
	19,100円
	19,700円
	20,300円

	時間額
	290円
	300円
	310円


　※下記の目標工賃の考え方により整理した方法で算出したもの

（2） 目標工賃の考え方
　　目標工賃の設定については、県の生活水準や最低賃金、障害者の経済状況、地域産業状況などを踏まえ適正な水準を設定することされています。
最低賃金は、毎年約３％ずつ引き上げられており、政府も2030年半ばまでに全国平均を時給1,500円に引き上げる目標を掲げており、今後も上昇すると予測されます。
こうした中、直近５年間での平均工賃月額は、年平均で2.45％の上昇に留まっており、最低賃金の伸びと比較すると0.55％低くなっていることから、この状況が続くと更に格差が拡がることとなるため、最低賃金の年平均伸び率（3.0％）と同水準での上昇を目指すこととし、目標工賃を設定することとします。
なお、時間額についても同様の率（3.0％）により目標工賃を設定することとします。
　（広島県の最低賃金の推移）［再掲］
	　
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度
	令和５年度
	5年平均
年間伸び率

	最低賃金
	844
	871
	871
	899
	930
	970
	3.0%

	対前年伸び率
	3.08%
	3.20%
	0.00%
	3.21%
	3.45%
	4.30%
	


（平均工賃月額の推移）［再掲］
	　
	平成29年度
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度
	5年平均
年間伸び率

	平均工賃月額
	16,038
	16,754
	17,168
	16,779
	17,412
	18,005
	2.45%

	対前年伸び率
	　0.9%
	4.46%
	2.47%
	▲2.27%
	3.77%
	3.41%
	





（参考）障害のある方の単身生活での生活実態（グループホーム利用の例）
　グループホーム入居者の平均生活費は約105,000円、障害基礎年金の平均収入が約73,000円という国の実態調査結果によると、その差額が約32,000円を工賃収入等で補う必があります。
　①生活費　　　　105,000円（家賃31千円、食料費20千円、光熱水費10千円、日用品10千円、小遣い等34千円）
　②障害基礎年金   73,000円
　差　額（①－②） 32,000円
　平均工賃月額　   18,005円（令和４年度実績）　※十分な水準とは言えない状況
（出典）グループホームを利用する障害のある人の生活実態に関する調査研究（平成30年度厚生労働省研究事業）













（3） 目標工賃の進捗管理
　　　各年度において、各事業所の目標工賃の達成状況を把握し、その結果を県のホームページに掲載します。

２　目標達成のために取り組む具体的方策
目標工賃を達成するため、県関係機関、市町、事業所、企業等と連携を図りながら、次のとおり具体的に取り組みます
（1） 販路の拡大
　　①　障害者優先調達推進法に基づく優先的発注の推進
　　　○　毎年度、優先調達方針を策定し、県庁内及び市町等における優先調達制度の周知徹底や執行体制を確立し、優先調達実績額を増額します。
○　市町及び地方独立行政法人に対して、目標達成に向けた好事例の紹介や必要な助言を行い、制度の活用を促進します。
○　事業所が提供可能な製品やサービスの情報を収集し、県ホームページ等で情報発信を行うなど、企業等に対しても理解を求め、発注拡大に取り組みます。

　　②　県や県内企業等との連携等による販売機会や就労の場の確保
　　　○　県各部署や県関係機関等に対し、販売会の実施や各種イベントへの出展等について積極的に働きかけます。
　　　○　県庁舎等を活用した定期販売会を継続的に実施するとともに、他の県庁舎や市町庁舎等での販売機会の提供についても働きかけます。
　　　○　県包括連携協定締結企業やあいサポート企業・団体、社会課題の解決（SDGs）や社会貢献活動（CSR）に取り組む企業等に対し、事業所製品の活用や共同での商品開発等についての提案や協力を依頼します。

　　③　共同受注窓口・ふれ愛プラザの活用による受注の拡大
○　共同受注窓口に営業コーディネーター等を配置し、営業活動や企業等と連携した製品開発や販売会を企画するなど、販路の拡大に取り組みます。
○　単独での販売が難しい小規模事業所での製品なども複数事業所が相互に連携して販売につなげるための仕組みを検討します。


○　官公庁、企業等からの受注のマネジメント能力の向上のための助言等の支援を行います。
○　アンテナショップ「ふれ愛プラザ」において、県内事業所製品の販売や、消費者ニーズに対応した商品ラインナップの企画開発、イベント出展、オンライン販売など、事業所製品の販売拠点としての機能を充実します。
　　　
（2）収益の向上
　　①　事業所の企画開発・販売力の向上
　　　○　事業所に対し、商品企画、営業戦略、マーケティング、広報戦略等の専門家を派遣し、企画開発や販売力の向上を図ります。
　　　○　工賃向上スキルアップ研修や個別面談等を実施し、事業所の管理者や職員の工賃向上に対する意識向上を図ります。
　　　○　県内事業所での取組・成果や他県事例について情報共有するための事例報告会を開催します。
　　
②　農福連携による障害者の就労促進
　　　○　農業の専門家の事業所への派遣による派遣農業技術指導・助言や、農業体験会などを通じ、農業分野への参入や、農産物の６次産業化（生産・加工・販売）に取り組む事業所を支援します。
○　農業分野における担い手不足と障害者の就労機会を創出するため、市町や農業団体と連携し農業生産者や事業所のニーズの掘り起こしを行い、農作業の施設外就労のマッチングを支援します。
○　農業分野における先進事例や県内の取組などの情報を共有するため、農業生産者、事業所、市町等の関係機関へのセミナー等を実施します。
　　　○　農福連携の取組を支援するための専門人材を確保するため、研修の企画運営の実施体制を検討します。

　　③　工賃向上に向けたICT機器等の導入支援
　　　○　利用者の生産能力の向上や従事可能な業務の拡充などを図り、利用者が働きやすい職場環境の整備を推進するため、利用者の障害特性に配慮したICT機器等の導入を支援します。

（3） 認知度の向上
　　①　事業所相互や地域との連携による事業所製品の認知度及び品質・商品力の向上
　○　市町、地域の事業所の連携により、事業所製品の認知度向上につながるキャンペーンを実施します。
　　　○　キャンペーン企画を通じて、事業所製品の品質や商品力の向上を支援します。
　　　○　事業所の活動拠点である地域と連携した商品企画や販売会等の実施により、事業所と地域の企業や団体等との関係づくりを市町とともに促進します。




　　②　共同受注窓口・ふれ愛プラザとの連携
　　　○　ふれ愛プラザで販売している事業所製品について、ホームページやＳＮＳ、各種キャンペーン、イベント出展などを活用し、事業所製品のＰＲを積極的に行います。
　　　
　　③　県の広報媒体の活用と他部局との連携
　　　○　県の関係部署と連携し、県のホームページ、ＳＮＳ、各種広報企画、県主催イベントなどで事業所製品を積極的に紹介し、事業所製品の認知度向上に取り組みます。
　　　○　事業所製品やふれ愛プラザの認知度を調査・分析し、事業所製品のブランド力の向上や販路拡大につなげます。



[bookmark: _Toc508111240]第７　市町の取組

市町は、事業所を利用する障害者の地域生活を支える視点に立ち、次のような取組を強化し、事業所の工賃アップに向けた取組を積極的に支援することが求められます。
また、令和３年度障害福祉サービス等報酬改定では、「利用者の就労や生産活動等への参加等」をもって評価することとされたため、障害者が支えられる側だけでなく地域を支える側として活躍することも目指し、市町においても、障害者自立支援協議会等を活用して、地域の支え手として、障害者の仕事の創出や工賃向上への事業所の取組を積極的に支援することが求められます。

１　発注の拡大
⑴障害者優先調達推進法に基づく優先調達方針の策定，調達目標額（実績額）の増額
⑵発注拡大を図るための調達担当課等との庁内連携体制の整備
⑶事業所による常設・定期販売の実施
⑷障害者の就労の機会や業務，事務の創出
⑸単独発注が難しい業務における共同受注体制の強化
⑹事業所と農業生産者とのマッチングによる農福連携の推進

２　企業等への発注促進
⑴広報誌やホームページ等を活用した企業への事業所製品の周知
⑵企業等による事業所製品の発注等への協力依頼
（特に障害者の法定雇用率を満たしていない企業等への集中的な対応）
⑶企業等と事業所が連携する仕組みや体制作り

３　住民への理解促進
⑴広報誌やホームページ等を活用した住民への事業所製品の周知
⑵庁舎を訪れる住民への事業所製品のＰＲ
⑶住民向け記念品，啓発用品，ふるさと納税返礼品等への事業所製品の活用
⑷市町や関係団体が主催するイベントや，公共施設等への出店の呼びかけ
　
４　市町の取組内容
	市町名
	民間企業等からの
発注促進の取組
	行政からの
発注促進の取組
	その他の取組

	広島市
	

	
	


　　　呉市　～



[bookmark: _Toc508111241]第８　事業所の取組

就労継続支援Ｂ型事業所等の工賃向上については、これまでも各事業所において懸命に取り組まれてきたところでありますが、障害者が地域において自立した生活を実現できるようにするためには、工賃の更なる向上に取り組むことは重要な課題であり、事業所は利用者のこうした希望をかなえる取組を進めることが求められます。
工賃向上計画の計画期間は、令和６年度から令和８年度までの３か年とし、現状分析を踏まえた取組方針、具体的な方策、各年次の目標工賃を定めるものとします。
この計画を着実に進めるに当たっては、事業所の経営理念や運営方針と連動した計画となるよう、課題や目標を関係者が共有し、管理者、職員、利用者及び家族が一体となって工賃アップに取り組むことが重要です。

１　ＰＤＣＡサイクルの確立
実効性の高い計画として機能するよう、ＰＤＣＡサイクルを意識し、取組の成果や環境の変化等に応じて、適宜内容を見直す必要があります。特に、Ｃ（Check…評価・分析）について、現状の成果を把握し、週や月毎に比較することが必要であり、Ａ（Action…見直し）について、Ｃ（Check…評価・分析）で明らかになった課題から「どうすれば利用者一人ひとりの工賃が向上するか」について、個別支援計画と連動させて具体的に検討する必要があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　P
Plan
目標工賃の設定及び具体的方策の作成
事業所の
行動指針
事業所工賃
向上計画
工賃向上
個別支援計画
作業支援
技能向上
利用者の特性
能力等の把握
②
⑤
①
③
⑥
①
④
⑥





D　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A
Do　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Action
計画に基づく業務の実行
現状の分析・課題の発見，、画の見直し








　　　　　　　　　　　　　　　　　C
Check
目標工賃の達成状況の点検、
計画に基づく状況の評価



	
番号
	実　現　の　た　め　の　方　法　論

	①
	利用者の特性や能力及び個別支援計画をベースにした事業所の行動指針、経営理念の合意形成やトップの決断力、ブレない意思表明が必要である。

	②
	事業所の行動指針を定め、所内で意思共有を行うことにより、単に売上高、工賃額だけがクローズアップされるような工賃向上計画ではなく、工賃向上に向けた課題や取組の方向性等を定めるというプロセスを踏んだ工賃向上計画を策定する。 

	③
	個々の利用者のニーズ、能力、やる気を尊重し、個別支援計画とリンクした工賃向上計画により、職員だけや出来る利用者だけが作業に従事するという事態の発生を防止する。

	④
	自らの事業所が選択・実施できる作業種目と量の把握や、それが利用者のニーズや特性に合っているかを相互に確認しながら工賃向上計画の達成に取り組む。

	⑤
	工賃向上計画における目標や取組方策を事業所全体で確認し、計画を実現するための意識共有、振り返り、見直しを行うＰＤＣＡサイクルを推進する。

	⑥
	作業を通じた利用者の成長と工賃向上が分断されたものにならないよう、支援に関わる職員の動機づけや研修等によるスキル習得に努める。



２　事業所の現状分析
目標達成に向けた取組を進めるために、指導員等の取組のみならず管理者が率先して取り組むことが重要であることから、管理者が目標達成に向けた具体的な取組のプロセスを記載した工程表などを作成し、事業所の全職員、利用者及び家族に示し理解を得て進めることが必要です。
その上で、目標工賃を達成するための年次予算計画を職員全体で共有する。その際、目標工賃達成指導員は、施設内の活動にとどまらず、地元企業や経営者団体等との協働による商品開発や販売戦略、生産性の向上や販路拡大など、利用者の工賃向上のために積極的に工賃向上の取組を推進していくことが重要です。

３　利用者の意識向上
管理者等が、事業所の利用者に対して、どうすればその人の工賃が増加するのかについて、具体的な取組のプロセスを記載した工程表や個別支援計画を通して明確に伝えるなど、利用者のモチベーションを高める取組が必要です。
例えば、休まず出勤することに対する評価加算や個別支援計画を達成することによる評価加算などを設定するといった「利用者の頑張りを評価する仕組み」が必要です。
一方で、労働の付加価値に対する対価として、時間当たりの作業量の向上に対する評価加算やより価値の高い、難易度の高い作業能力や技能の向上に対する評価加算などを設定するといった「利用者の能力を評価する仕組み」も必要です。
特に、一般就労を目指している利用者には、労働の付加価値が高い賃金に繋がることを十分理解してもらう必要があります。



４　利用者への支援
利用者が安心して働くことができる障害特性を踏まえた職場環境の整備や就労訓練等の支援が必要です。
⑴高齢化する利用者への支援
⑵精神障害者、発達障害者、自閉傾向の強い利用者に対する支援
⑶利用日数の少ない利用者への相談支援専門員と連携した生活支援

５　製品力の強化
製品の購入促進のために、魅力ある製品を開発し、製品の良さをＰＲする必要があります。
⑴広島県産品や地元食材の使用
⑵多様なメディアを利用した製品のＰＲ
⑶安全・安心な製品づくりのＰＲ
⑷手づくり、ハンドメイドの良さのＰＲ
⑸農林水産業における６次産業化による付加価値の高い製品の製造
⑹工賃単価の低い作業から高い作業へのシフト

６　販売力の強化
新たな販売方法の導入や企業、量販店等への販路拡大等による販売力の強化が必要です。
⑴インターネット販売等、多様な販売網の構築
⑵積極的な企業、量販店等への販路拡大
⑶地元のスーパー、店舗等での売り場確保
⑷地域イベントへの積極的な出展

７　受注体制の充実
企業からの多様な製品、役務、労務等の発注に対応できるよう、受注体制を充実することが重要です。
⑴受注能力の精査及び作業工程の見直しによる受注体制の拡大
⑵共同受注窓口との連携による大量受注への対応
⑶施設外就労や在宅就労の活用

８　優良事例等の活用
　　工賃実績の高い事業所や工賃実績が伸びている事業所の事例を情報収集し、活用することが重要です。
広島県では、事例についてHP等に掲載するとともに、専門家による研修・派遣事業において報告会を開催する等、工賃向上に向けた課題解決のための事例共有を実施します。

＜課題解決に向けたアドバイス例（令和２年度事業参考）＞
　・商品特性に合わせた価格、パッケージ、資材等の変更
　・生産性の向上を目的とした作業アセスメントシート及び作業マニュアルの作成
　・販路拡大のためのネットワークの洗い出し、営業先リストの作成
　・作業効率を上げるための治具の開発・導入　




第９　報酬体系と工賃向上計画（国指針）の整理

１　報酬体系




２　工賃向上計画（国指針）




３　整理
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令和４年度広島県優先調達実績額等について

１　広島県（県庁各部署）における調達実績の推移
[image: ]       （千円）
	
	件数
	調達額
	目標額

	H28
	721
	30,796
	29,000

	H29
	1,132
	32,858
	34,000

	H30
	1,107
	42,623
	34,000

	R元
	1,117
	44,063
	35,000

	R２
	828
	42,945
	36,000

	R３
	831
	36,359
	45,000

	R４
	1,209
	37,342
	45,500


【R４年度実績について】　
●　発注件数がコロナ禍前以上に回復し増加したが、金額に大きな変動はなく、目標額に達していない。
●　印刷、クリーニングについては、件数、実績金額が共に増加しているが、事務用品・書籍については、件数は増加したが調達額が減少している。
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和５年度における広島県の障害者就労施設等からの
物品等の調達の推進を図るための方針

令和５年４月３日

１　趣旨　
　　本県では，国等による障害者就労施設等からの物品等の調達の推進等に関する法律（平成24年法律第50号）第９条の規定に基づき，障害者就労施設等で就労する障害者の自立の促進に資するため，県が令和５年度に行う物品等の調達に際し，障害者就労施設等からの物品等の調達の推進を図るための方針を策定する。

２　対象となる施設
　　本方針の対象となる施設等は，次の障害者就労施設等とする。
（１）障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成17年法律第123号。以下「障害者総合支援法」という。）に基づく事業所・施設等
ア　障害者支援施設
イ　地域活動支援センター
ウ　障害福祉サービス事業を行う施設（生活介護，就労移行支援又は就労継続支援を行う事業に限る。）
エ　障害者の地域における作業活動の場として障害者基本法（昭和45年法律第84号）第18条第３項の規定により必要な費用の助成を受けている施設（小規模作業所）
（２）障害者総合支援法に基づく事業所・施設等に準ずる者
次の事業所等のうち，（１）に準ずる者として，地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の２第１項第３号の規定に基づく知事の認定を受けた者　
ア　障害者を多数雇用する事業所
(ｱ)　国等による障害者就労施設等からの物品等の調達の推進等に関する法律施行令（平成25年政令第22号。以下「障害者優先調達推進法施行令」という。）第１条第１号に規定する事業所（特例子会社）
(ｲ)　障害者優先調達推進法施行令第１条第２号に規定する事業所（重度障害者多数雇用事業所）
イ  在宅就業障害者等
(ｱ)　障害者の雇用の促進等に関する法律（昭和35年法律第123号。以下「障害者雇用促進法」という。）第74条の２第３項第１号に基づく在宅就業障害者
(ｲ)　障害者雇用促進法第74条の３第１項に基づく在宅就業支援団体
　　ウ　受注内容を対応可能な複数の障害者就労施設等にあっせん・仲介をする業務を行う機関（共同受注窓口）

３　対象となる物品等　
調達の対象となる物品等は，障害者就労施設等が製作した物品（原則予定価格が160万円を超えないものに限る。）及び提供できる役務とする。ただし，共同受注窓口から調達する物品等については，自ら製作したものに限らず，他の障害者就労施設等が製作したものについても対象とする。



４　物品等の調達目標　
　　令和５年度における障害者就労施設等からの物品等の調達目標については，次のとおりとする。
目標額　　４６，０００千円

５　物品等の調達の推進方法等
（１）随意契約の活用
　　　物品等の調達に当たっては，予算の適正な執行並びに競争性及び透明性の確保に留意しつつ，地方自治法施行令第167条の２第１項第３号の規定に基づく随意契約を活用し，障害者就労施設等からの調達を積極的に推進する。
　　　なお，次の物品については，特段の支障がない限り障害者就労施設等から発注するものとする。
　　ア　印刷物以外の物品
　　　　予定価格160万円以内で，別に示す「障害者就労施設等における取扱い製品及び役務の一覧」に記載されている物品
　　イ　印刷物
　　　　名刺，封筒，一枚もののチラシ・パンフレット等及び冊子（黒色単色かつ完全原稿で校正なしのもの）
（２）障害者就労施設等への配慮
障害者就労施設等からの調達が可能となるよう履行期間及び発注量を考慮するとともに，可能な限り分離分割発注を行うように努める。
（３）調達の推進に必要な情報提供
調達の推進に必要となる障害者就労施設等から提供可能な物品等については，当該施設等からの情報をもとに情報提供する。
また，県や市町における調達内容や推進のための取組事例，財務制度上の運用に関する調達につながる情報等についても積極的に提供する。なお，障害者就労施設等からの調達が全県的に推進されるよう，必要に応じて，市町，地方独立行政法人や国の出先機関，民間企業等に対しても情報提供する。
（４）共同受注窓口の活用
障害者就労施設等の調達にあたり物品等の納期，数量，仕様等に係る情報収集や受注調整，発注については，共同受注窓口である公益社団法人広島県就労振興センター及び一般社団法人花と緑のハート事業協会を積極的に活用し，発注促進を図る。
（５）障害者就労施設等との協働
物品等の品質の確保や調達の円滑化を図るためには，障害者就労施設等における自主的な取組改善が不可欠であるため，その取組を支援するとともに，提供可能な物品等や発注の見通し等について情報交換に努める。
（６）調達方針及び調達実績の公表　
ア　基本方針を策定又は見直しをしたときは，県ホームページ等により公表する。
イ　調達実績については，翌年度に概要を取りまとめ，県ホームページ等により公表する。




第４　令和４年度平均工賃・賃金の状況について
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第６　就労継続支援Ａ型事業所について
●Ａ型事業所適正化事業
	経済的自立支援事業内訳
	令和４年度決算額
	令和５年度予算額

	■Ａ型事業所適正化事業
　・指定等に係る専門家会議
　・経営改善に係る指導・監査
	780,742（円）
	1,137,000（円）




	区分
	内　容

	目的
	就労継続支援Ａ型事業所の運営及び執行の適正化を図るため、新規事業者の指定等の審査及び事業運営に係る監査体制を整える。

	事業者指定
（県所管法人）
	就労継続支援Ａ型事業所の指定等に係る専門家会議の開催
・目的　事業所新規指定の際の審査体制の強化
・開催日　第１回　令和５年５月23日（火）
第２回　令和５年10月13日（金）
・事前協議者　合同会社（第１回、第２回とも同一法人）
・協議内容　指定就労継続支援Ａ型事業所の新規指定について
・協議結果　（第１回）現時点の事業計画について、再度見直しを行う必要がある。
（第２回）会議内での指摘事項が改善されているか確認した上で、指定
の手続きを行う。
→会議の構成員から指定の手続きを進めてよい旨を確認し、
令和６年１月１日付けで指定。

	事業所運営
（県所管法人）

	就労継続支援Ａ型事業所への財務状況等点検業務（中小企業診断士の派遣）
　・目　　的　指定基準を満たさない事業所の経営破綻等の未然防止
　・実施期間　令和５年９月～10月
　・対　　象　４事業所（23事業所中）
　・点検結果　すべての事業所において、事業継続は可能と判断された。　



就労継続支援Ａ型事業所の指定等に係る専門家会議の意見について
１　指定等を受ける動機・目的に対する意見
○飲食・福祉事業のノウハウを有するフランチャイズ本部に依存する取り組み内容となっており、障害者福祉に対する思いの希薄さが感じられる。
○スタッフを研修等に参加させたとはいえ、福祉の経験者が１人だけであり、組織体制面の脆弱さは否めない。

２　法人の実績（障害福祉サービス事業の経営等）に対する意見
○障害福祉サービスの経験者は管理者兼サービス管理者のみであり、フランチャイズ本部のサポート
が当面必要となる。


３　提供サービスに対する意見
	利用者(労働者)の処遇に関する工夫
	○短時間勤務の配慮や作業工程、細分化による衛生面と生産効率を両立させる工夫は見られる。
○重度の障害を持つ利用者も受け入れるようなので、作業マニュアル等は再度工夫が必要。
○今後も継続して、研修に参加するなど人材育成の必要がある。
○軽作業だけでは最低賃金を支払うことは難しいのではないか。
○障害者を雇用して支援する事業なので、作業以外での支援も工夫が必要である。

	提供サービスの販売戦略
	○法人向け平日低単価な日替わり弁当を起点とする高単価弁当の市場開拓策という戦略性は評価できる。
○平日低単価で１個からでも配送というビジネスモデルの差別的優位性は認められる。
○すぐに利用者が集まるとは限らないので、相談支援事業所等と連携して、利用者を集める動きが必要である。


４　取引先に対する意見
	販売先
	○尾三圏域の工業団地・流通団地を中心とする法人筋を開拓することで競合優位性が期待できる。
○１個からの配達を売りにしているのであれば、高齢者向けに栄養価や嚥下のことを考えた安価なメニューを考えていただきたい。

	仕入先
	○施設外就労先に依存し、施設外就労先と事業所が一体化しており、施設外先の経営に左右されて事業基礎としての安定性は欠く。
○今後特定の施設外就労先だけでなく、他の取引先を増やしていく必要がある。


５　必要な資金と調達方法に対する意見
○資金繰りについて必施設外就労先に依存しており、法人として自立しているとは言えない。


６　事業の見通し（月平均）に対する意見
○提出された収支予算書通りに運営できれば問題はない。
○収支予算書通りに、利用者数が順調に伸びるかが心配。




第５　その他
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【参考】：広島県障害者自立支援協議会
障害者総合支援法第89条の３の規定に基づき，地域における障害者等への支援体制に関する議題について情報を共有し，関係機関等の連携の緊密化を図るとともに，地域の実情に応じた体制の整備について協議を行うため設置




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
市町の協議会
【主な役割（例示）】
①市町の相談支援体制（市町の協議会）の状況把握
②市町の相談支援体制（市町の協議会）に対する支援方に検討
③県相談支援アドバイザーの活用及び配置の検討
④相談支援従事者等
の人材育成方策検討
【主な役割（例示）】
①就労支援体制の整備に係ること
②福祉的就労の場における工賃向上に係ること
〔研修カリキュラム等検討〕
【相談支援従事者研修等
ワーキンググループ】

【主な役割（例示）】
①障害児療育の状況把握
②障害児療育の方向性検討
③県・市町・民間の役割分担検討
④県立社会福祉施設の役割・環境整備検討
県自立支援協議会
【主な役割（例示）】
①事案の情報共有及び構成機関等への提言
②障害者差別解消の推進のための取組に関する協議・提案
③市町地域協議会の補完・支援
全体会議
療育部会
相談支援・研修部会
就労支援部会
医療的ケア児等支援部会
【主な役割（例示）】
1 医療的ケア児（者）及びその家族への支援体制等の検討

〔Ａ型事業所指定等の適正化に向けた意見〕
【就労継続支援Ａ型事業所の指定等に係る専門家会議】

【主な役割】
●関係機関との連携，協力及び情報の共有・普及
· 障害者支援ネットワークの構築及び推進
· 障害福祉計画の策定及び具体化に向けた協議 等
障害者差別解消
支援地域協議会



令和２年度の障害者自立支援協議会運営スケジュール（案）
































令和５年度広島県障害者自立支援協議会就労支援部会　委員名簿

	区　分
	氏　　　名
	所　　　　　　　　　　　属

	部会長
	寳子丸 周吾
	社会福祉法人「ゼノ」少年牧場　理事長

	委　員
	西本 尚士
	広島県商工会議所連合会　事務局長

	委　員
	大森 寛和
	広島中央障害者就業・生活支援センター 　センター長

	委　員
	木山　誠
	一般財団法人広島県森林整備・農業振興財団　農地管理担当部長（兼）農業振興課長

	委　員
	古玉　哲弘
	広島県精神障害者支援事業所連絡会　副会長
（社会福祉法人清風会事業部長）

	委　員
	小宮 有紀
	広島Ａ型事業所連絡協議会　事務局代表
（就労継続支援A型事業所めばえ　管理者）

	委　員
	小谷 貴弘
	広島県身体障がい者施設協議会　副会長
（社会福祉法人広島県肢体障害者連合会　セルプ宇品　施設長）

	委　員
	寺山 哲平
	広島障がい者就労支援協議会　事務局代表
（㈱LITALICO 就労移行支援事業所LITALICOﾜｰｸｽ広島横川　管理者）

	委　員
	藤井　則正
	日本労働組合連合会広島県連合会　事務局長

	委　員
	藤原　博文
	広島県知的障害者福祉協会　理事
（社会福祉法人虹の会　理事長）

	委　員
	松岡　建興
	障害福祉サービス事業所りひと　管理者

	委　員
	村上　匡
	広島県障害者相談支援事業連絡協議会副会長
（就労継続支援Ｂ型事業所らぼーろ）

	委　員
	山根　敏宏
	経営考房　代表　　（中小企業診断士）

	委　員
	吉岡　治
	広島障害者職業センター　所長

	委　員
	吉川 達也
	広島労働局職業安定部　職業対策課　課長

	委　員
	長谷川 達也
	広島県商工労働局　雇用労働政策課　課長

	委　員
	津村 真一郎
	広島県教育委員会事務局学びの変革推進部 特別支援教育課　課長

	委　員
	増廣 典子
	広島県健康福祉局　障害者支援課　課長

	委　員
	寺本　亮史
	広島県健康福祉局　障害者支援課　自立支援担当監


（部会長及び行政関係機関の委員を除き五十音順）
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